
な
ど
を
行
う「
設
備
設
計
」、
精
密

機
械
、
自
動
車
や
船
舶
、
工
業
部
品
、

金
型
な
ど
に
関
す
る
設
計
を
請
け
負

う「
特
殊
設
計
」、
外
観
や
内
装
な
ど

の
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
製
品
デ
ザ
イ
ン
、

レ
イ
ア
ウ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
店
舗
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
行
う「
各
種
デ
ザ
イ

ン
」、
ま
た
最
近
で
は
、
駅
ビ
ル
な
ど

商
業
施
設
に
お
け
る
催
事
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
や
店
舗
開
発
事
業（
リ
ー
シ
ン
グ
）

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の「
常
駐
型
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」

事
業
が
同
社
の
真
骨
頂
。
綿
密
な
プ

ラ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
が
繰
り
返
し
必

要
と
さ
れ
る
企
画
設
計
や
実
際
に
建

物
を
施
工
す
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
が

要
求
さ
れ
る
生
産
設
計
の
施
工
図
業

務
な
ど
に
技
術
者
を
常
駐
さ
せ
、
作

業
の
円
滑
化
、
業
務
の
迅
速
化
を
図
っ

て
い
る
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ

が
多
種
多
様
な
就
業
を
選
択
で
き
る

た
め
に『
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
』を
設
立
。
設
計
補
助
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
Ｏ
Ａ
事
務
、

Ｄ
Ｔ
Ｐ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
幅
広
く
、

登
録
技
術
者
は
約
5
０
０
０
人
に
の

ぼ
る
。「
派
遣
業
は
、
働
き
方
の
領

域
を
広
げ
た
と
い
え
ま
す
。
社
員
の

立
場
で
は
会
社
に
対
す
る
義
務
や
使

命
が
あ
り
、
時
に
は
、
会
社
へ
の
忠

誠
心
が
問
わ
れ
る
局
面
も
で
て
き
ま

す
。
一
方
、
派
遣
の
勤
務
形
態
で
は
、

個
人
の
事
情
を
踏
ま
え
て
得
意
分
野

の
仕
事
や
興
味
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
希
望
し
て
就
業
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
女
性
に
と
っ
て
は
結
婚

や
出
産
を
経
て
、
社
会
に
復
帰
す
る

た
め
の
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
点

に
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
求

職
者
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
働
き
方
を

提
供
で
き
る
と
こ
ろ
に
派
遣
業
の
意

義
が
あ
り
ま
す
」と
境
野
社
長
は
話

す
。

『
ア
ル
フ
ァ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
』は
、

さ
ら
に
就
業
人
口
が
減
少
し
て
い
く

と
い
う
将
来
の
社
会
問
題
に
向
け
て
、

「SIM
PLE IS BEST

」
を
テ
ー
マ

に
し
た
求
人
サ
イ
ト『
Ａ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
』

の
自
社
運
営
を
す
で
に
開
始
し
、
人

材
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
求
職
者

が
容
易
に
利
用
で
き
る
た
め
に
、
残

業
が
少
な
い
、
残
業
あ
り
、
稼
働
日

相
談
、
シ
フ
ト
勤
務
、
ブ
ラ
ン
ク
Ｏ
Ｋ
、

フ
レ
ッ
ク
ス
制
、
駅
か
ら
近
い
、
短
期

勤
務
可
な
ど
27
項
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド

か
ら
仕
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
情

社
会
工
学
的
な
視
点
を
重
視

先
見
性
示
す
人
材
ビ
ジ
ネ
ス

　

神
奈
川
県
川
崎
市
の一
級
建
築
士

事
務
所『
株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
設
計
』

は
、
１
９
９
１
年
に
設
立
。
大
規
模

開
発
や
建
築
物
、
設
備
、
プ
ラ
ン
ト
、

機
械
系
分
野
の
設
計
に
係
る
技
術
専

門
事
業
と
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
を

生
か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
経
営
で
存

在
感
を
高
め
て
い
る
斬
新
的
な
カ
ン
パ

ニ
ー
で
あ
る
。
行
動
指
針
に「
技
術

の
開
発
と
提
供
」「
就
業
の
創
出
と
増

進
」を
掲
げ
、
現
代
社
会
が
必
要
と

し
て
い
る「
人
の
幸
せ
と
潤
い
の
あ
る

社
会
空
間
を
つ
く
る
」こ
と
を
目
指
し

て
多
角
的
に
事
業
を
展
開
。
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
を
は

じ
め
、
大
手
設
計
事
務
所
、
著
名
な

建
築
家
、
官
公
庁
な
ど
そ
の
実
力
ぶ

設
計
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
経
営
で
時
代
先
導

り
を
示
す
。

「
当
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
技

術
の
提
供
と
就
業
の
創
出
に
あ
り
ま

す
。
そ
の一環
と
し
て
、
取
引
先
様
に

対
し
て
図
面
を
納
め
る
の
か
、
状
況

に
よ
っ
て
技
術
者
を
派
遣
し
て
、
迅

速
な
設
計
対
応
を
行
う
の
か
は
、
同

じ
価
値
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が

ら
、
常
に
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
作
り
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
」

　

創
業
者
で
代
表
取
締
役
境
野
雅
仁

氏
の
こ
の
決
意
を
裏
付
け
る
の
が
多

様
な
事
業
に
現
れ
て
い
る
。
企
画
か

ら
折
衝
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

構
造
設
計
、
生
産
設
計
、
設
計
監
理

ま
で
担
う「
建
築
設
計
」や
空
調
設

備
、
衛
生
設
備
、
電
気
設
備
、
各
種

プ
ラ
ン
ト
設
備
、
機
械
設
備
の
設
計
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て
い
る
の
が
社
会
工
学
の
領
域
で
の
技

術
革
新
で
あ
る
。

「
町
中
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
芸
術

性
に
優
れ
た
多
く
の
建
物
を
目
に
し

ま
す
。
数
々
の
優
れ
た
作
品
が
存
在

す
る
半
面
、
無
駄
な
部
分
を
削
ぎ
落

と
し
て
合
理
性
を
優
先
し
た
結
果
、

昔
の
建
物
の
良
さ
や
味
わ
い
が
失
わ

な
れ
て
し
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

例
え
ば
軒
下
や
縁
側
で
癒
さ
れ
る
よ

う
な
、
か
つ
て
の
憩
い
の
場
が
感
じ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
建

築
は
、
文
化
を
生
み
、
そ
し
て
継
承

さ
れ
て
い
く
と
い
う
概
念
に
基
づ
き
、

日
常
の
快
適
さ
や
安
心
感
の
あ
る
新

し
い
建
物
は
な
い
も
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。
人
の
感
性
を
重
ん
じ
る
と

同
時
に
利
便
性
に
優
れ
た
機
能
を
備

え
る
と
い
う
矛
盾
し
た
両
面
を
い
か

に
成
り
立
た
せ
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー

マ
を
追
求
し
て
、
社
会
工
学
の
視
点

か
ら
技
術
の
研
究
や
開
発
を
行
って
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
小
さ
な
疑

問
点
を
見
逃
さ
ず
、
一つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
て
い
く
。
そ
れ
を
繰
り
返
せ
ば
大

き
な
目
標
が
達
成
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
会
社
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
、

規
模
の
拡
大
と
成
長
へ
と
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。
会
社
が
一つ
上
の
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
す
こ
と
は
、
組
織
の
中
に
変

革
を
も
た
ら
し
ま
す
。
変
革
と
は
、

前
進
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

し
て
会
社
へ
の
誇
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

企
業
が
、よ
り
高
い
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

て
い
く
こ
と
が
、
存
在
価
値
を
高
め
、

社
会
の
発
展
や
繁
栄
に
貢
献
し
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
業

の
ス
テ
ー
ジ
の
高
さ
を一つ
の
作
品
の
価

値
基
準
と
捉
え
て
、
私
は
そ
の
作
品

を
よ
り
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
運
ぶ
こ
と

に
執
念
を
燃
や
し
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
」

　

社
会
に
役
立
つ
仕
事
に
傾
け
る
情

熱
が
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
い
て
い

く
。

（
ラ
イ
タ
ー
／
斎
藤
紘
）
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報
提
供
を
行
って
い
る
。
月
間
１
０
０

件
以
上
の
仕
事
情
報
を
公
開
、
利
用

者
は
月
間
１
５
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

境
野
社
長
が
目
指
す「
設
計
を
中
心

に
し
た
人
材
業
の
総
合
化
」の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
グ
ル
ー
プ
全
体
で
形
成
さ

れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に

な
って
い
る
。

　

大
学
で
建
築
学
を
学
び
、
建
設
会

社
で
現
場
管
理
の
経
験
を
積
み
、
建

築
設
計
事
務
所
で
様
々
な
建
築
物
の

設
計
に
携
わ
っ
た
。
資
本
金
３
０
０
万

円
で『
有
限
会
社
ア
ル
フ
ァ
設
計
一
級

建
築
士
事
務
所
』を
設
立
し
た
境
野

社
長
。
奇
し
く
も
こ
の
年
に
地
価
・

株
価
の
下
落
に
よ
る
バ
ブ
ル
の
崩
壊

が
起
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
不
況
は
、

建
設
・
不
動
産
業
界
を
直
接
襲
う
も

の
で
あ
っ
た
。
２
０
０
８
年
に
は
、
世

界
規
模
の
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
が
起
き
た
が
、
同
社
は
こ
の

不
況
も
無
事
に
乗
り
切
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
間
に
も

業
績
を
伸
ば
し
て
、
２
０
１
８
年
に

は
資
本
金
を
４
０
０
０
万
円
に
増
資
。

現
在
、
本
社
の
ほ
か
川
崎
、
新
宿
、

大
阪
、
東
北
の
4
つ
の
拠
点
に
支
社

を
構
え
る
ま
で
成
長
さ
せ
た
。

　

将
来
は
、
北
陸
、
九
州
、
北
海
道

に
も
拠
点
を
広
げ
て
い
き
、
株
式
公

開（
上
場
企
業
）の
実
現
を
視
野
に
入

れ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い

る
。

「
具
体
的
な
目
標
を
立
て
、
達
成
に

向
か
っ
て
創
意
工
夫
を
尽
く
す
。
そ

し
て
問
題
が
生
じ
た
ら
必
ず
原
因
を

究
明
す
る
。
ま
た
、
会
社
に
は
、
社

会
に
お
け
る
品
格
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
道
徳
観
、
倫
理
観
に
立
脚

し
、
誇
り
と
品
格
を
築
き
、
企
業
の

活
動
と
成
長
を
通
し
て
社
会
の
繁
栄

と
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
、
そ
う
い

う
経
営
を
極
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

創
業
か
ら
28
年
、
確
か
な
経
営
基

盤
を
支
え
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
経
営
で
前

進
し
続
け
る
境
野
社
長
が
前
途
を
見

通
す
思
考
回
路
の
中
で
重
き
を
為
し
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